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新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた自治会行事等の  
対応について（第５回通知）  

 
 日頃から地域コミュニティ活性化の推進にご協力をいただき感謝申し上げま

すとともに、新型コロナウイルス感染症の拡大防止策にご理解とご協力をいただ

いておりますことに厚くお礼申し上げます。 

 
先般、政府対策本部により 5 月 25 日付で、緊急事態宣言が解除されました。 

これを受け、市では「緊急事態措置解除後のイベント及び公共施設等の再開

に向けた対応方針」を定め、今後は、この方針に沿って公共施設やイベントを段

階的に再開していくこととなります。 

 

自治会の各種活動や各自治会で所有する集会所の利用においても、市の対応

方針や、国の「イベント開催制限の段階的緩和の目安」などを参考として、感染

症対策が充分に徹底できるかを考慮したうえで判断いただき、ご対応ください。 

 

なお、春日部市の公共施設は 6 月 1 日から利用人数を定員の 50％以下とした

うえで、感染拡大防止を図りながら徐々に貸館を行う予定です。また、感染者発

生に備えてすぐに連絡できるよう利用者の把握に努める予定です。 

 

自粛要請は緩和されましたが、新型コロナウイルスについては長期的に感染

拡大防止の対策を行っていかなければなりません。「3 密」を避け、「新しい生活

様式」に準じた感染症対策を徹底し、不参加希望者への配慮や、極力最小限の人

数で開催するなど、感染症予防に引き続きご留意くださいますようお願いいたし

ます。 

 

※ 市の「緊急事態措置解除後のイベント及び公共施設等の再開に向けた対応方針」およ

び国の「イベント開催制限の段階的緩和の目安」今後の感染拡大状況により更新される場

合がありますので、市または春日部市自治会連合会ホームページ等でご確認ください。 

  
春日部市自治会連合会ホームページ http://kasukabe-jichiren.net/ 

 春日部市ホームページ https://www.city.kasukabe.lg.jp/ 
 

担 当：春日部市自治会連合会事務局（市役所市民参加推進課内）  
               ＴＥＬ：０４８－７３６－１１１１内線２８７５  

ＦＡＸ：０４８－７３４－５５１６        
   Ｅｍａｉｌ：sanka@city.kasukabe.lg.jp        
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緊急事態措置解除後のイ ベン ト 及び公共施設等の 

再開に向けた対応方針 

令和２ 年５ 月２ ６ 日 

新型コ ロ ナウイ ルス対策本部会議 

 

 本方針は、 市主催のイ ベン ト 開催時及び市の公共施設等における 、 新型コ ロ ナウイ ル

ス感染予防対策と し て実施すべき 事項を 整理し 、 緊急事態措置解除後のイ ベン ト 及び公

共施設等の再開に向けた対応方針と する も のである 。  

 現在休止し ている イ ベン ト 及び公共施設については、 次に示す方針のも と 、 国及び埼

玉県の動向を 踏まえ、 ６ 月１ 日（ 月） よ り 順次再開する も のと する 。  

ただし 、 イ ベン ト や施設の状況によ り 感染防止対策を と れない場合は休止を 継続し 、

当面の間再開を 見合わせる こ と と する 。  

 

１  イ ベン ト 及び公共施設等の再開のための基本的な考え方 

  イ ベン ト 主催者・ 施設管理者は、 施設の規模やイ ベン ト 等の形態を 十分に踏まえ、

会場内・ 施設内において、 職員や出入り する 民間事業者及びイ ベン ト 来場者・ 施設来

館者への新型コ ロ ナウイ ルスへの感染を 予防する ため、 最大限の対策を 講ずる も のと

する 。  

 （ １ ） 感染の予防 

次に示す３ つの条件（ いわゆる 「 三密」 ） のある 場を 避ける など、 感染の回

避を 徹底する 。  

①密閉空間（ 換気の悪い密閉空間である こ と ）  

    ②密集場所（ 多く の人が密集し ている こ と ）  

    ③密接場面（ 互いに手を 伸ばし たら 届く 距離での会話や発話が行われる ）  

 

 （ ２ ） 感染拡大の防止 

イ ベン ト 参加者・ 公共施設利用者の氏名・ 住所等の把握に努める 。  

（ 参加者・ 利用者の中で感染者又は濃厚接触者が発生し た場合、 保健所に感

染者又は濃厚接触者に関する 情報提供を 行う 。）  

 

２  市主催イ ベン ト 等の再開方針 

  国の示すイ ベント 開催制限の段階的緩和の対処方針に準じ て、 再開するも のと する。  

  市主催・ 共催以外のイ ベン ト 等については、 極力、 こ の方針に基づいた対応への協

力を お願いする 。  

 

３  公共施設の再開方針 

  次に示す感染防止対策を 徹底する と と も に、 近隣市町における 再開時期を 考慮し た

う えで順次再開する も のと する 。  

 （ １ ） 感染防止対策（ 基本事項）  

①三密を 防ぐ ために・ ・ ・  

□ 毎時の換気 

□ 一定の数以上の入場制限（ 屋外での待機等）  
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□ 受付や更衣室での密集防止 

□ 社会的距離の確保 

  （ 受付等の際、 人と の間隔は、 でき る だけ２ ｍ空ける ）  

 

②感染し ない、 感染さ せないために・ ・ ・  

□ 発熱（ 37. 5 度以上又は平熱よ り １ 度以上高い） や咳など の風邪症状があ

る 方、 体調不良（ 倦怠感、 息苦し い等） の方の制限    

□ 手洗いや手指の消毒の徹底、 手の触れる 場所の消毒 

  （ 入口等への消毒設備の設置）  

□ マスク の着用 

□ 共用する 物品など の最少化 

□ 鼻水・ 唾液のついたごみは、 ビ ニール袋に入れて密閉 

□ 対面場所の遮蔽 

□ 消毒の徹底 

□ 共用タ オルの廃止、 ハン ド ド ラ イ ヤーの使用中止  

 

（ ２ ） 感染防止対策（ 個別事項）  

   個別の施設における 感染防止対策は、 各種ガイ ド ラ イ ン 等を 参考に施設所管課に

おいて定める 。  
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「新しい生活様式」の実践例

（１）一人ひとりの基本的感染対策

移動に関する感染対策

□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
□帰省や旅行はひかえめに。出張はやむを得ない場合に。
□発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。
□地域の感染状況に注意する。

感染防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い

□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。
□遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時、屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用
□家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）

※ 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底 □こまめに換気
□身体的距離の確保 □「３密」の回避（密集、密接、密閉）
□ 毎朝で体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

娯楽、スポーツ等

□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは自宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

食事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

買い物

□通販も利用
□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公共交通機関の利用

□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

（３）日常生活の各場面別の生活様式

冠婚葬祭などの親族行事

□多人数での会食は避けて
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務 □時差通勤でゆったりと □ オフィスはひろびろと

□会議はオンライン □名刺交換はオンライン □対面での打合せは換気とマスク

（４）働き方の新しいスタイル

※ 業種ごとの感染拡大予防ガイドラインは、関係団体が別途作成


